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「
犯
行
時
の
役
職
」に
基
準
変
更
？

め
た
こ
と
な
ど
、
こ
こ
２
カ

月
間
は
支
出
も
増
加
し
て
い

る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。

　

Ｉ
Ｆ
Ｉ
幹
部
の
フ
ェ
リ

ペ
・
サ
ウ
ト
氏
は
、
今
年

の
財
政
目
標
で
あ
る
、
基

礎
的
収
支
の
赤
字
上
限

１
５
９
０
億
レ
ア
ル
は
達
成

さ
れ
る
と
見
て
い
る
が
、
そ

の
た
め
に
は
特
別
収
入
の
伸

び
と
、
政
府
の
裁
量
で
カ
ッ

ト
で
き
る
経
費（
裁
量
経
費
）

の
切
り
詰
め
が
不
可
欠
だ
と

い
う
。

　

１
０
月
最
大
の
裁
量
経
費

切
り
詰
め
例
は
、
政
府
の
住

宅
供
給
政
策
「
ミ
ー
ニ
ャ
・

カ
ー
ザ
、ミ
ー
ニ
ャ
・
ヴ
ィ
ー

ダ
」
で
、
投
資
額
は
昨
年
同

月
比
で
７
２
・
７
％
も
削
減

し
て
い
る
。

　

サ
ウ
ト
氏
は
、「
昨
年
制

　

最
高
裁
は
２
３
日
、
政
治
家
が
犯
し
た
犯
罪
に
対
す
る
裁
判
な
ど
に
関
す
る
免

責
特
権
「
フ
ォ
ロ
・
プ
リ
ヴ
ィ
レ
ジ
ア
ー
ド
（
以
下
、
Ｆ
Ｐ
）」
に
関
す
る
規
制
に

つ
い
て
の
投
票
を
再
開
し
た
。
投
票
中
に
見
直
し
請
求
が
出
た
た
め
、
最
終
結
果

は
出
て
い
な
い
が
、「
最
高
裁
で
の
裁
判
は
、
大
統
領
や
連
邦
政
府
閣
僚
、
連
邦

議
員
が
任
期
中
に
各
役
職
と
の
関
連
で
犯
し
た
犯
罪
の
み
に
制
限
す
る
」
方
向
で

１
１
人
中
８
人
の
判
事
が
賛
成
す
る
な
ど
、
修
正
に
傾
き
そ
う
な
流
れ
に
あ
る
と
、

２
４
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

と
で
始
ま
っ
た
審
理
で
、
４

人
の
判
事
が
投
票
し
た
後
に

見
直
し
請
求
が
出
て
、
審
理

が
中
断
し
て
い
た
。

　

再
開
さ
れ
た
審
理
で
争
点

と
な
っ
た
の
は
、「
上
議
、

下
議
の
裁
判
特
権
の
変
更
」

に
つ
い
て
だ
。
多
く
の
最
高

裁
判
事
は
、
上
・
下
議
に
対

す
る
最
高
裁
で
の
裁
判
は
、

あ
く
ま
で
そ
の
人
が
現
職
中

に
、
そ
の
役
職
と
の
関
係
で

犯
し
た
犯
罪
の
み
に
限
定
す

る
べ
き
で
、
そ
れ
以
外
の
場

合
（
議
員
に
な
る
前
に
犯
し

た
犯
罪
や
、
殺
人
な
ど
の
一

般
犯
罪
）
に
関
し
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
状
況
に
即
し
た
裁

判
所
で
扱
う
べ
き
と
の
報
告

官
の
意
見
を
支
持
し
た
。

　

現
行
の
Ｆ
Ｐ
で
は
、
大
統

領
や
閣
僚
、
上
・
下
議
の
裁

判
は
最
高
裁
の
み
、
州
知
事

は
高
等
裁
か
ら
、
市
長
は
２

審
担
当
の
地
域
裁
か
ら
と
定

め
ら
れ
て
い
る
。

　

最
高
裁
判
事
の
多
く
は
、

「
役
職
が
変
わ
る
た
び
に
管

轄
す
る
裁
判
所
を
変
え
る
」

こ
と
で
裁
判
案
件
を
た
ら
い

　

９
月
か
ら
、
時
間
限
定
で

無
料
運
営
し
て
い
た
聖
市
地

下
鉄
５
号
線
の
新
駅
、
ア

ウ
ト
・
ダ
・
ボ
ア
・
ヴ
ィ

ス
タ
、
ボ
ル
バ
・
ガ
ッ
ト
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
３
駅
が
、

２
７
日
よ
り
、
他
の
駅
と
全

く
同
じ
扱
い
で
通
常
運
転
と

な
る
。
同
駅
周
辺
の
居
住
者

回
し
に
す
る
の
で
は
な
く
、

犯
行
時
の
役
職
に
従
っ
て
審

理
す
る
こ
と
で
案
件
の
整
理

が
出
来
る
と
考
え
て
い
る
。

報
告
官
の
ル
イ
ス
・
ロ
ベ
ル

ト
・
バ
ロ
ー
ゾ
判
事
に
よ
る

と
、
最
高
裁
が
現
在
扱
っ
て

い
る
Ｆ
Ｐ
案
件
５
２
８
件

は
、
９
０
％
減
の
５
０
件
に

削
減
さ
れ
る
と
い
う
。

　

ジ
ア
ス
・
ト
フ
ォ
リ
副
長

官
が
再
考
を
要
請
し
た
め
、

２
３
日
は
最
終
決
定
が
出
な

か
っ
た
が
、
バ
ロ
ー
ゾ
、
マ

ル
コ
・
ア
ウ
レ
ー
リ
オ
、ロ
ー

ザ
・
ウ
ェ
ベ
ル
、
エ
ジ
ソ
ン
・

フ
ァ
キ
ン
、
ル
イ
ス
・
フ
ク

ス
、
セ
ウ
ソ
・
デ
・
メ
ロ
各

判
事
と
カ
ル
メ
ン
・
ル
シ
ア

長
官
の
計
７
判
事
が
任
期
中

の
役
職
絡
み
の
犯
罪
に
Ｆ
Ｐ

を
制
限
す
る
こ
と
に
賛
成
。

上
下
議
の
最
高
裁
裁
判
に
制
限
か

定
の
歳
出
上
限
法
を
守
る
こ

と
と
、
公
的
債
務
が
膨
れ
上

が
ら
な
い
よ
う
に
す
る
事
を

両
立
さ
せ
な
く
て
は
い
け
な

い
」
と
語
り
、
主
に
中
期
的

視
野
で
解
決
し
な
く
て
は
い

け
な
い
事
項
が
多
い
と
し
て

い
る
。

　

政
府
の
総
負
債
額
は
、
過

去
１
２
カ
月
間
で
３
・
９
％

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。
Ｉ
Ｆ

Ｉ
は
、
財
政
改
革
な
ど
に

失
敗
し
、
最
悪
の
展
開
と

な
っ
た
場
合
の
総
負
債
は
、

２
０
２
０
年
か
２
１
年
に
Ｇ

Ｄ
Ｐ
と
同
額
以
上
に
な
り
得

る
と
し
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｆ
Ｉ
の
調
査
書
は
ま

た
、
今
年
１
０
月
ま
で
の
累

積
政
府
赤
字
は
１
０
５
０
億

せ
、実
質
で
前
年
同
月
比
９
・

９
％
増
と
な
っ
た
。「
通
常

収
入
の
前
年
同
月
比
増
」は
、

８
月
の
１
０
・
７
８
％
増
や

９
月
の
８
・
６
％
増
に
続
き
、

３
カ
月
連
続
だ
。

　

Ｉ
Ｆ
Ｉ
は
税
収
改
善
を
認

め
る
一
方
、
今
月
１
７
日

に
連
邦
政
府
が
凍
結
予
算

３
２
０
億
レ
ア
ル
の
中
か
ら

７
５
億
レ
ア
ル
の
開
放
を
決

　

エ
ス
タ
ー
ド
紙
が
入
手
し

た
、
上
院
の
独
立
税
務
機
関

（
Ｉ
Ｆ
Ｉ
）
に
よ
る
財
務
調

査
書
に
よ
る
と
、
１
０
月
の

連
邦
政
府
会
計
は
、
４
月
か

ら
９
月
ま
で
６
カ
月
続
い
た

単
月
度
赤
字
か
ら
一
転
し
、

３
５
億
レ
の
黒
字
と
な
る
事

が
分
か
っ
た
。
２
４
日
付
同

紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

イ
ン
フ
ラ
設
備
や
公
社
の

民
営
化
な
ど
に
伴
う
特
別
収

入
を
差
し
引
い
た
後
の
税
収

な
ど
の
通
常
収
入
は
イ
ン

フ
レ
率
以
上
の
伸
び
を
見

通
常
収
入
が
昨
年
比
１
割
増

褐
色
人
口
が
白
人
超
え
る

年
間
の
財
政
目
標
は
達
成
か

レ
だ
と
示
し
て
い
る
。
１
０

月
は
特
別
収
入
で
あ
る
Ｒ
ｅ

ｆ
ｉ
ｓ
（
企
業
の
滞
納
税
回

収
計
画
）
に
よ
る
収
入
が

１
６
億
レ
あ
っ
た
が
、
昨
年

１
０
月
は
、
レ
パ
ト
リ
ア
ソ

ン
法
に
よ
る
特
別
収
入
が

４
６
３
億
レ
も
あ
っ
た
。

　

Ｉ
Ｆ
Ｉ
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、
１
０
月
は
、
経
済
活
動

の
活
発
さ
を
測
る
目
安
と
な

る
、
社
会
統
合
基
金
と
社
会

保
険
融
資
納
付
金
（（
Ｐ
Ｉ

Ｓ
／
Ｃ
ｏ
ｆ
ｉ
ｎ
ｓ
）
に
よ

る
税
収
が
１
２
・
６
％
も
増

大
し
た
。
ま
た
７
月
に
決
定

さ
れ
た
、
エ
タ
ノ
ー
ル
燃

料
に
か
か
る
税
率
上
昇
に
よ

り
、
税
収
も
上
が
っ
た
。

　

Ｉ
Ｆ
Ｉ
で
は
、
今
年
の
支

出
は
前
年
比
で
約
４
・
４
％

増
え
る
一
方
、
純
収
入
は
前

年
よ
り
３
・
３
％
減
る
と
見

て
い
る
。

は
、
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作

戦
以
降
に
顕
著
に
な
っ
て
き

た
政
治
家
の
犯
罪
に
対
す
る

捜
査
の
足
か
せ
に
な
っ
た
り

し
て
、
国
民
の
不
満
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
。
現
在
は
、

連
邦
議
会
内
で
も
「
廃
止
」

な
い
し
「
制
限
」
を
求
め
る

声
が
上
が
っ
て
お
り
、
法
案

を
審
議
中
だ
。

　

２
３
日
の
最
高
裁
で
の
投

票
も
そ
う
し
た
世
論
の
後
押

し
を
受
け
た
も
の
だ
が
、
本

来
は
、
選
挙
違
反
で
起
訴
さ

れ
た
元
下
議
が
昨
年
の
市
長

選
で
市
長
に
当
選
し
た
こ
と

で
、
管
轄
を
移
す
べ
き
か
否

か
と
い
う
問
題
が
起
き
た
こ

エンリケ・メイレレス財相
（Antonio Cruz/Agência Brasil）

バローゾ判事
（Fellipe Sampaio /SCO/STF）

判
事
投
票
は
７
対
１
で
進
行
中

ア
レ
ッ
シ
ャ
ン
ド
レ
・
デ
・

モ
ラ
エ
ス
判
事
は
任
期
中
な

ら
役
職
に
無
関
係
な
一
般
犯

罪
も
最
高
裁
で
扱
う
べ
き
と

し
た
。ト
フ
ォ
リ
、ジ
ウ
マ
ー

ル
・
メ
ン
デ
ス
、
リ
カ
ル
ド
・

レ
ヴ
ァ
ン
ド
ウ
ス
キ
ー
の
３

判
事
は
未
投
票
だ
。

で
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｍ
９
号
線
方
面
に

用
が
あ
る
人
、
も
し
く
は
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
駅
近
く
の
サ
ン

ト
ア
マ
ー
ロ
大
通
り
の
バ
ス

停
か
ら
遠
方
に
用
の
あ
る
人

な
ど
に
は
朗
報
だ
。
当
初
の

予
定
だ
っ
た
「
今
年
中
に
あ

と
６
駅
オ
ー
プ
ン
」
は
延
期

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
来

年
の
１
月
以
降
、
段
階
的
に

増
設
し
て
行
き
、
４
月
に
は

１
号
線
と
２
号
線
に
連
結
す

る
予
定
だ
と
い
う
。
ア
ウ
キ

ミ
ン
聖
州
知
事
の
大
統
領
選

の
票
に
も
関
わ
る
問
題
な
の

で
、
遅
れ
ず
に
開
通
し
て
ほ

し
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

２
２
日
午
前
、
聖
市
東
部

ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
ア
ウ
ヴ
ィ

ン
で
火
事
が
あ
り
、
動
物
飼

育
士
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
ダ
・
ペ

レ
イ
ラ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス

さ
ん
（
４
４
）
が
、
１
３
匹

い
た
犬
を
火
災
か
ら
守
ろ
う

と
し
、１
１
匹
を
救
っ
た
が
、

全
身
に
火
傷
を
負
い
、
亡
く

な
っ
た
。
フ
ェ
ル
ナ
ン
ダ
さ

ん
は
脳
血
管
障
害
を
患
っ
て

お
り
、
未
婚
で
も
あ
っ
た
た

め
、
兄
の
家
に
部
屋
を
仮
設

し
て
、
そ
こ
で
犬
を
預
か
っ

て
面
倒
を
見
る
こ
と
で
生
計

を
立
て
て
い
た
。
火
災
の
原

因
な
ど
は
わ
か
っ
て
い
な
い

が
、
犬
に
も
気
の
毒
な
悲
し

い
事
故
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

グ
レ
ミ
オ
が
王
手
を
か
け

た
こ
と
で
注
目
さ
れ
て
い
る

サ
ッ
カ
ー
の
リ
ベ
ル
タ
ド
ー

レ
ス
杯
だ
が
、
同
杯
に
進
め

な
か
っ
た
チ
ー
ム
の
間
で
争

わ
れ
る
、「
南
米
杯
」
も
同

時
進
行
で
行
わ
れ
て
い
る
。

伯
国
か
ら
は
フ
ラ
メ
ン
ゴ
が

勝
ち
上
が
り
、
２
３
日
の
準

決
勝
第
１
試
合
で
は
ジ
ュ
ニ

オ
ー
ル
・
バ
ラ
ン
キ
ー
ジ
ャ

（
コ
ロ
ン
ビ
ア
）
に
２
―
１

で
勝
利
し
て
い
る
。
こ
ち
ら

に
も
注
目
だ
。

　

聖
州
地
裁
は
２
３
日
、

聖
市
議
会
議
員
の
給
与
を

２
６
・
３
％
増
額
調
整
す
る

決
定
を
く
だ
し
た
と
２
４

日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙
が
報
じ

た
。

　

こ
れ
は
正
確
に
は
、
１
０

カ
月
前
に
伯
国
弁
護
士
会
聖

州
支
部
（
Ｏ
Ａ
Ｂ
―
Ｓ
Ｐ
）

よ
り
出
さ
れ
て
い
た
要
請
に

応
え
て
同
地
裁
が
出
し
た
、

聖
市
議
の
給
与
調
整
差
し
止

め
の
仮
処
分
を
取
り
消
し
た

も
の
だ
。

　

市
議
の
給
与
は
１
３
年

か
ら
据
え
置
か
れ
て
い
た

が
、
こ
れ
に
よ
り
、
月
給
は

１
万
５
０
３
１
・
７
６
レ
ア

ル
か
ら
１
万
８
９
９
１
・
６

８
レ
に
増
額
さ
れ
る
。

　

５
５
人
の
市
議
全
員
の
月

給
、
一
人
あ
た
り
４
千
レ
近

い
上
昇
分
は
今
年
始
め
か

ら
有
効
だ
っ
た
こ
と
に
な

り
、
各
市
議
に
は
既
に
、
累

積
差
額
の
手
取
り
分
（
約

２
万
８
千
レ
）
が
一
括
で
振

り
込
ま
れ
た
。
給
与
調
整
に

よ
る
、
今
年
の
聖
市
予
算
へ

の
影
響
は
３
１
８
万
レ
だ
。

　

ミ
ル
ト
ン
・
レ
イ
テ
聖
市

議
会
議
長
（
民
主
党
・
Ｄ
Ｅ

Ｍ
）
は
、「
議
会
は
常
に
司

法
に
従
っ
て
き
た
」
と
述
べ

た
。
同
議
長
は
昨
年
１
２
月

の
市
議
会
で
給
与
調
整
に
賛

成
し
て
い
る
。
採
決
結
果
は

賛
成
３
０
、
反
対
１
１
、
棄

権
・
欠
席
１
４
だ
っ
た
。

　

給
与
調
整
に
賛
成
し
た
議

員
や
、
初
当
選
で
今
年
か
ら

市
議
職
に
就
い
た
市
議
の
一

部
に
は
、
増
額
分
を
返
金
、

ま
た
は
慈
善
団
体
に
寄
付
す

る
と
語
っ
て
い
る
議
員
も
い

る
が
、
Ｏ
Ａ
Ｂ
―
Ｓ
Ｐ
は
コ

メ
ン
ト
を
避
け
た
。

　

市
議
会
が
任
期
中
の
市
議

の
給
与
を
増
額
す
る
事
は

法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る

が
、
聖
市
議
会
は
昨
年
末
の

最
終
審
議
で
、「
来
年
（
＝

今
年
）
か
ら
始
ま
る
任
期

（
２
０
２
０
年
ま
で
）
の
給

与
調
整
」実
施
を
決
定
し
た
。

調
整
率
に
は
前
任
期
中
の
イ

ン
フ
レ
分
も
含
ま
れ
る
。

　

伯
国
地
理
統
計
院
（
Ｉ

Ｂ
Ｇ
Ｅ
）
が
２
４
日
、

２
０
１
６
年
の
伯
国
の
総
人

口
は
２
億
５
５
０
万
人
で
、

白
人
と
黒
人
の
混
血
で
あ
る

褐
色
の
人
の
比
率
が
白
人
を

上
回
っ
た
と
発
表
し
た
と
同

日
付
伯
字
紙
サ
イ
ト
が
報
じ

た
。

　

２
０
１
２
年
の
数
字
と

１
６
年
の
数
字
を
比
べ
る
と
、

総
人
口
は
１
億
９
８
７
０
万

人
か
ら
２
億
５
５
０
万
人

に
、
３
・４
％
増
加
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
褐
色
の
人
の

割
合
は
、
４
５
・
３
％
か
ら

４
６
・
７
％
に
な
り
、
６
・

６
％
増
え
た
が
、
白
人
の
割

合
は
４
６
・
６
％
か
ら
４
４

・
２
％
に
１
・
８
％
減
っ
た
。

黒
人
は
７
・
４
％
が
８
・
２
％

に
１
４
・
９
％
、
黄
色
人
と

先
住
民
は
０
・
７
％
が
０
・

９
％
に
２
８
・６
％
増
え
た
。

　

調
査
員
が
改
め
て
指
摘
し

た
の
は
、
今
回
の
調
査
で
、

褐
色
人
口
が
白
人
人
口
を
凌

駕
し
た
事
だ
。
伯
国
の
人
口

調
査
で
は
肌
の
色
は
自
己
申

告
で
、
父
親
か
母
親
が
黒
人

だ
と
、
肌
の
色
が
白
く
て
も

褐
色
と
し
て
数
え
ら
れ
る
。

褐
色
の
人
の
割
合
は
常
に
増

え
て
き
た
が
、
白
人
人
口
を

超
え
た
の
は
初
め
て
だ
。

　

ま
た
、
黒
人
人
口
が
褐
色

人
口
以
上
に
増
え
た
事
に
つ

い
て
は
、
黒
人
の
方
が
出
産

率
が
高
い
事
と
、
自
分
は
黒

人
と
認
識
す
る
人
や
黒
人
で

あ
る
事
に
誇
り
を
持
つ
人
が

増
え
た
事
が
原
因
と
見
ら
れ

て
い
る
。

　

肌
の
色
の
人
口
比
率
は
地

域
差
が
大
き
く
、
北
部
や
北

東
部
は
褐
色
が
７
２
・
３
％

と
６
４
・７
％
（
黒
人
は
７
％

と
９
・９
％
、
白
人
は
１
９
・

５
％
と
２
４
・
８
％
）
を
占

め
る
が
、
南
東
部
と
南
部
の

褐
色
人
口
は
３
７
・
６
％
と

１
８
・
７
％
（
黒
人
は
９
％

と
３
・
８
％
で
、
白
人
は
５

２
・
２
％
と
７
６
・
８
％
）
の

み
だ
。
中
西
部
で
は
褐
色
が

５
５
・３
％
、
黒
人
が
６
・９

％
、
白
人
が
３
７
％
だ
っ
た
。

　

出
生
数
の
減
少
と
長
寿
化

に
よ
る
高
齢
化
は
今
回
調
査

で
も
顕
著
で
、
６
０
歳
以
上

の
人
の
割
合
は
１
２
・
８
％

か
ら
１
４
・
４
％
に
増
え

た
。
一
方
、
９
歳
ま
で
の
子

供
の
割
合
は
１
４
・
１
％
が

１
２
・９
％
に
減
っ
た
。

　

男
女
の
割
合
は
、
４
８
・５

％
対
５
１
・
５
％
で
、
１
２

年
の
調
査
結
果
と
大
差
が
な

か
っ
た
。
た
だ
、
１
９
歳
ま

で
は
男
性
の
方
が
多
く
、
女

性
の
方
が
多
く
な
る
の
は

２
０
歳
を
超
え
て
か
ら
だ
。

３
０
歳
以
上
で
は
こ
の
傾
向

が
よ
り
顕
著
に
な
り
、
４
０

歳
を
超
え
て
か
ら
は
、
５
歳

刻
み
で
数
え
た
男
女
の
数
の

差
は
常
に
１
０
０
万
人
を
上

回
っ
て
い
る
。

　
【
既
報
関
連
】
１
５
日
か

ら
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
た

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
潜
水
艦

「
Ａ
Ｒ
Ａ
サ
ン
フ
ア
ン
」
に

つ
い
て
、
同
国
海
軍
は
２
３

日
に
爆
発
事
故
を
起
こ
し
て

い
た
可
能
性
を
認
め
た
が
、

こ
の
潜
水
艦
は
か
ね
て
か
ら

事
故
を
起
こ
す
可
能
性
が
懸

念
さ
れ
て
い
た
と
、
２
４
日

付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

２
３
日
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

海
軍
が
、
Ａ
Ｒ
Ａ
サ
ン
フ
ア

ン
の
到
着
予
定
地
だ
っ
た
マ

ル
・
ダ
・
プ
ラ
ッ
タ
で
会
見

を
行
い
、
最
後
の
交
信
直
後

に
爆
発
し
た
可
能
性
を
伝
え

る
と
、
現
地
に
集
ま
っ
て
い

た
、
４
４
人
の
乗
組
員
の
親

族
た
ち
は
悲
し
み
で
泣
き
崩

れ
、「
お
前
た
ち
が
息
子
を

殺
し
た
ん
だ
」
な
ど
の
怒
号

で
騒
然
と
な
っ
た
。

　

乗
組
員
の
ひ
と
り
、
ヘ
ル

マ
ン
・
ス
ア
レ
ス
さ
ん
の

妻
イ
タ
テ
ィ
・
レ
ギ
サ
モ

ン
さ
ん
は
、
こ
の
Ａ
Ｒ
Ａ

サ
ン
フ
ア
ン
号
は
１
５
年

前
に
作
ら
れ
た
古
い
も
の

で
、
２
０
１
４
年
に
も
潜
水

時
に
重
大
な
問
題
が
発
生
し

た
が
、
そ
の
当
時
の
政
府
に

よ
っ
て
隠
さ
れ
て
い
た
と
い

う
。

　
「
こ
の
潜
水
艦
に
乗
る
と

き
は
い
つ
も
、
ロ
シ
ア
ン
・

ル
ー
レ
ッ
ト
の
よ
う
な
気
分

だ
っ
た
。
夫
は
こ
の
号
で
の

任
務
が
あ
る
た
び
、
死
を
覚

悟
し
た
永
遠
の
別
れ
で
も
あ

る
か
の
よ
う
に
振
舞
っ
て
い

た
」
と
レ
ギ
サ
モ
ン
さ
ん
は

語
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
じ
く
Ａ
Ｒ
Ａ
サ

ン
フ
ア
ン
の
乗
組
員
だ
っ
た

ペ
ド
ロ
・
マ
ル
テ
ィ
ン
・
フ
ェ

ル
ナ
ン
デ
ス
司
令
官
の
母
親

も
、
同
司
令
官
が
同
様
の
話

を
し
て
い
た
と
証
言
し
て
い

る
。

外国為替市況
中銀サイトより

11月24日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.2315  R$
買　3.2305  R$

円相場
売　0.0290  R$
買　0.0290  R$

最高裁判事の多くが改正支持
　

Ｆ
Ｐ
は
、
大
統
領
や
閣

僚
、
上
・
下
院
議
員
、
州
知

事
、
市
長
、
司
法
関
係
者
ら

に
与
え
ら
れ
て
い
る
免
責
特

権
だ
。
役
職
に
よ
り
待
遇
は

異
な
る
が
、
役
職
遂
行
の
た

め
、「
現
行
犯
で
な
い
限
り

逮
捕
さ
れ
な
い
」
な
ど
の
特

権
が
あ
る
。

　

だ
が
、
こ
の
Ｆ
Ｐ
の
存
在

聖
市
議
の
月
給
２
６
％
も
上
昇

１
万
５
千
レ
か
ら
１
万
９
千
レ
に

黒
人
と
の
申
告
者
１
５
％
増
加

国 家 財 政

１
０
月
単
月
度
で
　
億
レ
の
黒
字

（２）２０１７年 第４８８６号 １１月 ２５日 （土曜日）

「
任
務
の
度
に
死
を
覚
悟
」

乗
組
員
の
親
族
が
次
々
に
証
言

アルゼンチン
潜水艦事件
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国こ
く

際さ
い

的て
き

な
戦せ

ん

略り
ゃ
く

家か

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ル
ト
ワ
ッ
ク
の
最さ

い

新し
ん

刊か
ん

『
戦せ

ん

争そ
う

に
チ
ャ
ン
ス
を
与あ

た

え
よ
』［
１
］
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ

て
い
る
が
、
そ
こ
で
言い

わ
れ
て
い
る
「
戦せ

ん

争そ
う

が
凍と

う

結け
つ

さ
れ
て
し

ま
え
ば
、
平へ

い

和わ

は
決け

っ

し
て
訪お

と
ず
れ
な
い
」
と
は
、
一い

っ

見け
ん

、
矛む

盾
じ
ゅ
ん

し
て
い
る
が
、
真し

ん

実じ
つ

を
突つ

い
た
逆

ぎ
ゃ
く

説せ
つ

で
は
な
い
か
、
と
思お

も
っ
た
。

逆ぎ
ゃ
くに
言い

え
ば
、
戦せ

ん

争そ
う

を
「
や
り
切き

る
」
こ
と
に
よ
っ
て
平へ

い

和わ

に

到と
う

達た
つ

で
き
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

例た
と

え
ば
徳と

く

川が
わ

家い
え

康や
す

は
慶け

い

長ち
ょ
う５
（
１
６
０
０
）
年ね

ん

の
関せ

き

ヶが

原は
ら

の
戦た

た
かい
で
石い

し

田だ

三み
つ

成な
り

や
毛も

う

利り

輝て
る

元も
と

な
ど
豊と

よ

臣と
み

家か

中ち
ゅ
うの
敵て

き

対た
い

勢せ
い

力り
ょ
くを
排は

い

除じ
ょ

し
、
慶け

い

長ち
ょ
う１
９
（
１
６
１
４
）
年ね

ん

の
大お

お

坂さ
か

冬ふ
ゆ

の
陣じ

ん

で
豊と

よ

臣と
み

方が
た

の
立た

て
籠こ

も
る
大お

お

阪さ
か

城じ
ょ
うの
本ほ

ん

丸ま
る

の
み
を
残の

こ

し
、
堀ほ

り

を

埋う

め
立た

て
る
と
い
う
条

じ
ょ
う

件け
ん

で
和わ

睦ぼ
く

し
た
。
そ
し
て
続つ

づ

く
夏な

つ

の
陣じ

ん

で
は
つ
い
に
豊と

よ

臣と
み

秀ひ
で

頼よ
り

と
淀よ

ど

君ぎ
み

を
討う

っ
て
実じ

っ

権け
ん

を
確か

く

立り
つ

し
た
。

　

も
し
家い

え

康や
す

が
関せ

き

ヶが

原は
ら

の
勝

し
ょ
う

利り

で
戦せ

ん

争そ
う

を
や
め
て
い
た
ら
、
豊と

よ

臣と
み

方が
た

の
勢せ

い

力り
ょ
くは
い
つ
ま
で
も
残の

こ

り
、
豊と

よ

臣と
み

と
徳と

く

川が
わ

が
対た

い

立り
つ

す

る
不ふ

安あ
ん

定て
い

な
状

じ
ょ
う

態た
い

が
ず
っ
と
続つ

づ

い
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で

は
二に

百ひ
ゃ
く

六ろ
く

十じ
ゅ
う

年ね
ん

も
の
江え

戸ど

の
平へ

い

和わ

は
実じ

つ

現げ
ん

で
き
な
か
っ
た
ろ

う
。

　

明め
い

治じ

維い

新し
ん

も
同お

な

じ
で
あ
る
。
鳥と

羽ば

伏ふ
し

見み

の
戦た

た
かい
の
後あ

と

、
徳と

く

川が
わ

慶よ
し

喜の
ぶ

が
江え

戸ど

に
逃に

げ
帰か

え

っ
て
謹き

ん

慎し
ん

し
た
と
こ
ろ
で
、
戦せ

ん

争そ
う

を
や
め
て
し
ま
っ
て
い
た
ら
、
徳と

く

川が
わ

の
力ち

か
ら
が
い
つ
ま
で
も
残の

こ

り
、

戦せ
ん

争そ
う

と
平へ

い

和わ

の
逆ぎ

ゃ
く

説せ
つ

２０１７年
ねん

１１月
がつ

１９日
にち

版
ばん

そ
の
後ご

、
明め

い

治じ

新し
ん

政せ
い

府ふ

が
国く

に

を
挙あ

げ
て
の
近き

ん

代だ
い

化か

に
邁ま

い

進し
ん

で

き
た
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。

　

西さ
い

郷ご
う

隆た
か

盛も
り

が
官か

ん

軍ぐ
ん

を
率ひ

き

い
て
江え

戸ど

を
お
さ
え
、
さ
ら
に
抵て

い

抗こ
う

す
る
会あ

い

津づ

藩は
ん

や
庄

し
ょ
う

内な
い

藩は
ん

な
ど
を
打う

ち
破や

ぶ
っ
た
こ
と
で
、
初は

じ

め

て
国こ

く

内な
い

が
明め

い

治じ

新し
ん

政せ
い

府ふ

の
も
と
で
ま
と
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
は
戦せ

ん

争そ
う

を
「
や
り
切き

っ
た
」
こ
と
で
平へ

い

和わ

が
訪お

と
ず
れ
た

例れ
い

で
あ
る
が
、
そ
の
逆ぎ

ゃ
く
の
「
戦せ

ん

争そ
う

が
凍と

う

結け
つ

さ
れ
て
、
平へ

い

和わ

が

決け
っ

し
て
訪お

と
ずれ
な
い
」
典て

ん

型け
い

的て
き

な
事じ

例れ
い

は
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

戦せ
ん

争そ
う

で
あ
ろ
う
。

　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
率ひ

き

い
る
国こ

く

連れ
ん

軍ぐ
ん

は
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

軍ぐ
ん

を
押お

し
返か

え

し

て
、
シ
ナ
国こ

っ

境き
ょ
うま
で
追お

い
詰つ

め
た
。
そ
こ
で
さ
ら
に
シ
ナ
と
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

の
国こ

っ

境き
ょ
うを
な
す
鴨お

う

緑り
ょ
く

江こ
う

に
架か

か
る
橋は

し

の
爆ば

く

撃げ
き

を
計け

い

画か
く

し

て
い
た
。
こ
れ
が
実じ

つ

現げ
ん

さ
れ
れ
ば
、
シ
ナ
軍ぐ

ん

は
参さ

ん

戦せ
ん

で
き
ず
、

北き
た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

が
滅ほ

ろ

び
て
戦せ

ん

争そ
う

は
終お

わ
っ
て
い
た
ろ
う
。
そ
う
す
れ

ば
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

全ぜ
ん

体た
い

が
韓か

ん

国こ
く

に
よ
っ
て
支し

配は
い

さ
れ
、
今こ

ん

日に
ち

の
よ

う
な
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

に
よ
る
危き

機き

は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

し
か
し
何な

故ぜ

か
、
そ
こ
で
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
解か

い

任に
ん

さ
れ
、
後こ

う

任に
ん

の
ク
ラ
ー
ク
将

し
ょ
う

軍ぐ
ん

も
勝か

つ
た
め
の
武ぶ

器き

・
兵へ

い

員い
ん

を
与あ

た

え
ら
れ

な
か
っ
た
。
何な

に

者も
の

か
に
よ
っ
て
不ふ

自し

然ぜ
ん

な
形か

た
ちで
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

戦せ
ん

争そ
う

は
凍と

う

結け
つ

さ
れ
、
開か

い

戦せ
ん

前ま
え

と
ほ
と
ん
ど
変か

わ
ら
な
い
三さ

ん

十じ
ゅ
う

八は
ち

度ど

線せ
ん

で

休き
ゅ
う

戦せ
ん

協き
ょ
う

定て
い

が
調

ち
ょ
う

印い
ん

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

以い

後ご

、
６
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
うも
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

と
韓か

ん

国こ
く

は
休

き
ゅ
う

戦せ
ん

ラ
イ
ン
を

挟は
さ

ん
で
に
ら
み
合あ

い
、
時と

き

々ど
き

小こ

競ぜ

り
合あ

い
が
起お

こ
っ
て
い
る
。

北き
た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

は
核か

く

開か
い

発は
つ

を
着

ち
ゃ
く

々ち
ゃ
くと
進す

す

め
、
今い

ま

や
韓か

ん

国こ
く

、
日に

本ほ
ん

ば
か

り
か
ア
メ
リ
カ
を
も
脅お

び
や
か
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
が
ま
さ
し

く
「
戦せ

ん

争そ
う

が
凍と

う

結け
つ

さ
れ
て
し
ま
え
ば
、
平へ

い

和わ

は
決け

っ

し
て
訪お

と
ず
れ

な
い
」
と
言い

う
こ
と
で
あ
る
。

３
．「
人に

ん

間げ
ん

は
人に

ん

間げ
ん

で

　
　
　
　
　
　

あ
る
が
ゆ
え
に
」

　

こ
の
逆

ぎ
ゃ
く

説せ
つ

を
述の

べ
て
い
る
ル
ト
ワ
ッ
ク
は
本ほ

ん

誌し

で
も
、
そ

の
著ち

ょ

書し
ょ

『
中

ち
ゅ
う

国ご
く

４
．
０　

暴ぼ
う

発は
つ

す
る
中

ち
ゅ
う

華か

帝て
い

国こ
く

』　

か
ら
、

９
５
６
号ご

う

「
暴ぼ

う

発は
つ

す
る
中

ち
ゅ
う

国ご
く

か
ら
世せ

界か
い

を
護ま

も

る
戦せ

ん

略り
ゃ
く」
と
し

て
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
。

　
『
戦せ

ん

争そ
う

に
チ
ャ
ン
ス
を
与あ

た

え
よ
』
と
は
、
日に

本ほ
ん

語ご

で
は
聞き

き

慣な

れ
な
い
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

だ
が
、
英え

い

語ご

で
は
＂
Ｇ
ｉ
ｖ
ｅ　

Ｗ
ａ
ｒ　

ａ　

Ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
＂
。
こ
れ
は
＂
Ｇ
ｉ
ｖ
ｅ　

ｈ
ｉ
ｍ　

ａ　
ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
＂
、「
彼か

れ

に
任ま

か

せ
て
、
や
ら
せ
て
み
ろ
」

と
い
っ
た
場ば

合あ
い

に
使つ

か

う
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

で
あ
る
。
要よ

う

は
、
戦せ

ん

争そ
う

が
始は

じ

ま
っ

て
し
ま
っ
た
ら
、
途と

中ち
ゅ
うで
止や

め
た
り
せ
ず
に
、
と
こ
と
ん
や
ら

せ
て
み
ろ
、
と
言い

う
意い

味み

で
あ
る
。

　

ル
ト
ワ
ッ
ク
の
徹て

っ

底て
い

し
た
リ
ア
リ
ズ
ム
は
、
な
ぜ
こ
の
逆

ぎ
ゃ
く

説せ
つ

が
成な

り
立た

つ
か
を
述の

べ
て
い
る
次つ

ぎ

の
一い

っ

節せ
つ

か
ら
も
窺う

か
が
え
る
。

　
人に

ん

間げ
ん

は
人に

ん

間げ
ん

で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
平へ

い

和わ

を
も
た
ら
す
に
は
、

戦せ
ん

争そ
う

に
よ
る
喪そ

う

失し
つ

や
疲ひ

弊へ
い

が
必ひ

つ

要よ
う

に
な
る
。［
１
，　
２
１
５
］

　
「
人に

ん

間げ
ん

は
人に

ん

間げ
ん

で
あ
る
が
ゆ
え
に
」
と
は
、
人に

ん

間げ
ん

に
は
未み

来ら
い

が
見み

え
ず
、
限げ

ん

定て
い

的て
き

な
合ご

う

理り

性せ
い

し
か
持も

っ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
例た

と

え
ば
明め

い

治じ

維い

新し
ん

の
時と

き

に
も
、

新し
ん

政せ
い

府ふ

に
抵て

い

抗こ
う

し
て
、
幕ば

く

府ふ

側が
わ

と
し
て
戦

た
た
か
っ
た
人ひ

と

々び
と

が
い
た
。

　

そ
の
後ご

の
歴れ

き

史し

を
知し

っ
て
い
る
我わ

れ

々わ
れ

か
ら
見み

れ
ば
、
幕ば

く

藩は
ん

体た
い

制せ
い

で
は
も
は
や
日に

本ほ
ん

は
や
っ
て
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
分わ

か
り
き
っ
た
事こ

と

だ
と
思お

も

っ
て
し
ま
う
が
、
当と

う

時じ

の
人ひ

と

々び
と

に
と
っ

て
は
、
一い

っ

寸す
ん

先さ
き

は
闇や

み

で
あ
る
。
だ
か
ら
、
薩さ

っ

長ち
ょ
うな

ど
よ
り
も
、

実じ
っ

績せ
き

の
あ
る
幕ば

く

藩は
ん

体た
い

制せ
い

の
方ほ

う

が
良よ

い
と
考か

ん
が
え
た
と
し
て
も
、
何な

ん

の
不ふ

思し

議ぎ

も
な
い
。

　

薩さ
っ

長ち
ょ
うが
良よ

い
か
、
佐さ

幕ま
く

が
良よ

い
か
は
、
議ぎ

論ろ
ん

で
決け

っ

着ち
ゃ
くが
つ
く

問も
ん

題だ
い

で
は
な
い
。
だ
か
ら
最さ

い

後ご

ま
で
戦せ

ん

争そ
う

を
し
て
、
佐さ

幕ば
く

派は

が
追お

い
詰つ

め
ら
れ
、
疲ひ

弊へ
い

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
決け

っ

着
ち
ゃ
く

が
つ
い
た
。

　
こ
の
戊ぼ

辰し
ん

戦せ
ん

争そ
う

を
途と

中ち
ゅ
うで
止や

め
て
し
ま
え
ば
、
佐さ

幕ば
く

派は

が
い

つ
ま
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
残の

こ

し
て
、
薩さ

っ

長ち
ょ
うと
の
対た

い

立り
つ

関か
ん

係け
い

が
続つ

づ

き
、
明め

い

治じ

新し
ん

政せ
い

府ふ

と
し
て
一い

ち

丸が
ん

と
な
っ
て
、
近き

ん

代だ
い

化か

に
邁ま

い

進し
ん

す

る
と
い
う
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

１
．
戦せ

ん

争そ
う

を
「
や
り
切き

る
」
こ
と

　
　
に
よ
っ
て
平へ

い

和わ

が
訪お

と
ず

れ
る

　
「
戦せ

ん

争そ
う

が
平へ

い

和わ

を
も
た
ら
す
」
の
と
対た

い

照し
ょ
う

的て
き

に
「
平へ

い

和わ

が

戦せ
ん

争そ
う

を
も
た
ら
す
」
と
言い

う
逆

ぎ
ゃ
く

説せ
つ

も
、
ル
ト
ワ
ッ
ク
は
述の

べ
て

い
る
。

　
人に

ん

間げ
ん

と
い
う
の
は
、
平へ

い

時じ

に
あ
る
と
、
そ
の
状

じ
ょ
う

態た
い

が
い
つ
ま

で
も
続つ

づ

く
と
勘か

ん

違ち
が

い
を
す
る
。こ
れ
は
無む

理り

も
な
い
こ
と
だ
が
、

だ
か
ら
こ
そ
、
戦せ

ん

争そ
う

が
発は

っ

生せ
い

す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼か

れ

ら
は
、

降こ
う

伏ふ
く

も
せ
ず
、
敵て

き

を
買ば

い

収し
ゅ
うも
せ
ず
、
友ゆ

う

好こ
う

国こ
く
へ
の
援え

ん

助じ
ょ

も
せ
ず
、

先せ
ん

制せ
い

攻こ
う

撃げ
き

で
敵て

き

の
攻こ

う

撃げ
き

力り
ょ
くを
奪う

ば

う
こ
と
も
し
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
何な

に

も
し
な
か
っ
た
か
ら
戦せ

ん

争そ
う

が
起お

き
た
の
だ
。

［
１
，　
１
０
４
１
］

　

こ
の
典て

ん

型け
い

的て
き

な
事じ

例れ
い

が
、
イ
ギ
リ
ス
首し

ゅ

相し
ょ
うチ
ェ
ン
バ
レ
ン

の
対た

い

ド
イ
ツ
融ゆ

う

和わ

政せ
い

策さ
く

で
あ
ろ
う
。
１
９
３
５
年ね

ん

、
ヒ
ッ
ト

ラ
ー
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条

じ
ょ
う

約や
く

の
取と

り
決き

め
を
一い

っ

方ぽ
う

的て
き

に
破は

棄き

し

て
、
再さ

い

軍ぐ
ん

備び

と
徴

ち
ょ
う

兵へ
い

制せ
い

の
復ふ

っ

活か
つ

、
非ひ

武ぶ

装そ
う

地ち

帯た
い

に
定さ

だ

め
ら
れ

て
い
た
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
へ
の
進し

ん

駐ち
ゅ
う、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
併へ

い

合ご
う

な
ど

着ち
ゃ
く

々ち
ゃ
くと
勢せ

い

力り
ょ
くを
広ひ

ろ

げ
て
い
た
。

　

第だ
い

一い
ち

次じ

大た
い

戦せ
ん

後ご

の
平へ

い

和わ

を
求も

と

め
る
世せ

論ろ
ん

に
縛し

ば

ら
れ
て
い
た

各か
っ

国こ
く

は
、
ド
イ
ツ
の
行こ

う

動ど
う

を
黙も

く

認に
ん

し
た
。
さ
ら
に
ヒ
ッ
ト
ラ
ー

は
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
要よ

う

衝し
ょ
うズ
デ
ー
テ
ン
地ち

方ほ
う

を
要よ

う

求き
ゅ
うし
、

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
首し

ゅ

相し
ょ
うは
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
会か

い

談だ
ん

で
「
ド
イ
ツ
が
こ
れ
以い

上じ
ょ
うの
領

り
ょ
う

土ど

要よ
う

求き
ゅ
うを
行お

こ
な
わ
な
い
」
と
の
約や

く

束そ
く

の
も
と
に
そ
の
要よ

う

求き
ゅ
うを
呑の

ん
だ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中じ

ゅ
う
が
、
平へ

い

和わ

が
維い

持じ

さ
れ
た
と
い

う
喜よ

ろ
こ
び
に
包つ

つ

ま
れ
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
首し

ゅ

相し
ょ
うは
讚さ

ん

え
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
増ぞ

う

長ち
ょ
うし
て
そ
の
約や

く

束そ
く

を
簡か

ん

単た
ん

に
破や

ぶ
っ

て
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵し

ん

攻こ
う

し
、
つ
い
に
英え

い

仏ふ
つ

も
ド
イ
ツ
に
宣せ

ん

戦せ
ん

布ふ

告こ
く

を
し
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
が
「
第だ

い

二に

次じ

世せ

界か
い

大た
い

戦せ
ん

は
防ふ

せ

ぐ
こ
と

が
で
き
た
。
宥ゆ

う

和わ

策さ
く

で
は
な
く
、
早は

や

い
段だ

ん

階か
い

で
ヒ
ト
ラ
ー
を

叩た
た

き
潰つ

ぶ

し
て
い
れ
ば
、
そ
の
後ご

の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
も
な
か
っ
た

だ
ろ
う
」
と
述の

べ
て
い
る
よ
う
に
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
融ゆ

う

和わ

政せ
い

策さ
く

が
第だ

い

二に

次じ

大た
い

戦せ
ん

を
も
た
ら
し
た
、
と
言い

う
見み

方か
た

が
根ね

強づ
よ

い
。

　
「
平へ

い

和わ

が
戦せ

ん

争そ
う

を
も
た
ら
す
」
現げ

ん

象し
ょ
うは
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

危き

機き

に
対た

い

す
る
韓か

ん

国こ
く

の
態た

い

度ど

に
も
見み

ら
れ
る
、
と
ル
ト
ワ
ッ
ク
は
指し

摘て
き

す

る
。

　
さ
ら
に
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

は
、
核か

く

兵へ
い

器き

と
弾だ

ん

道ど
う

ミ
サ
イ
ル
を
保ほ

有ゆ
う

し
、

韓か
ん

国こ
く

を
直

ち
ょ
く

接せ
つ

脅お
び
やか
し
て
い
る
の
に
、
韓か

ん

国こ
く

自じ

身し
ん

は
何な

に

も
し
て
い

な
い
。
彼か

れ

ら
は
、
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

に
対た

い

し
て
抑よ

く

止し

さ
え
も
し
て
い
な

い
の
だ
。

　
韓か

ん

国こ
く

は
、
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

に
何な

ん

度ど

も
攻こ

う

撃げ
き

さ
れ
て
い
る
の
に
、
反は

ん

撃げ
き

さ
え
し
て
い
な
い
。
韓か

ん

国こ
く

の
哨

し
ょ
う

戒か
い

艦か
ん

「
天て

ん

安あ
ん

」
の
沈ち

ん

没ぼ
つ

事じ

件け
ん

で
も
、
誰だ

れ

も
い
な
い
方ほ

う

向こ
う

に
砲ほ

う

撃げ
き

し
た
だ
け
だ
。

　
要よ

う

す
る
に
、
韓か

ん

国こ
く

は
、
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

の
脅

き
ょ
う

威い

が
現げ

ん

に
存そ

ん

在ざ
い

す
る

の
に
、
何な

に

も
行

お
こ
な
っ
て
い
な
い
。「
降こ

う

伏ふ
く

」
も
、「
先せ

ん

制せ
い

攻こ
う

撃げ
き

」
も
、

「
抑よ

く

止し

」
も
、「
防ぼ

う

衛え
い

」
も
せ
ず
、「
ま
あ
大だ

い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

だ
ろ
う
」

と
い
う
態た

い

度ど

な
の
だ
。

　
こ
れ
は
、
雨あ

め

が
降ふ

る
こ
と
が
分わ

か
っ
て
い
る
の
に
、「
今い

ま

は

晴は

れ
て
い
る
か
ら
」
と
い
う
理り

由ゆ
う

だ
け
で
、
傘か

さ

を
持も

た
ず
に

外が
い

出し
ゅ
つす
る
よ
う
な
も
の
だ
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
態た

い

度ど

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を
読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事
を紹

しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．「
戦せ

ん

争そ
う

が
凍と

う

結け
つ

さ
れ
て
し
ま
え
ば
、

　
　
　

平へ
い

和わ

は
決け

っ

し
て
訪お

と
ずれ
な
い
」

が
、
結け

っ

果か

的て
き

に
戦せ

ん

争そ
う

を
引ひ

き
起お

こ
し
て
き
た
の
で
あ
る
。［
１
，

１
０
４
９
］

　
こ
の
態た

い

度ど

は
、
日に

本ほ
ん

も
同ど

う

様よ
う

で
あ
る
と
、
ル
ト
ワ
ッ
ク
は
言い

う
。

　

何な
ん

度ど

で
も
言い

う
。
現げ

ん

在ざ
い

の
日に

本ほ
ん

は
、
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

に
対た

い

し
て

何な
に

も
行こ

う

動ど
う

し
て
お
ら
ず
、
唯ゆ

い

一い
つ

選せ
ん

択た
く

し
て
い
る
の
は
、「
ま
あ

大だ
い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

だ
ろ
う
」
と
言い

う
態た

い

度ど

だ
が
、
こ
の
よ
う
な
態た

い

度ど

こ

そ
、
平へ

い

和わ

を
戦せ

ん

争そ
う

に
変か

え
て
し
ま
う
も
の
な
の
で
あ
る
。［
１
，　

１
１
１
０
］

　

平へ
い

和わ

安あ
ん

全ぜ
ん

法ほ
う

制せ
い

が
審し

ん

議ぎ

さ
れ
た
時と

き

に
、
左さ

翼よ
く

は
「
戦せ

ん

争そ
う

が
で
き
る
国く

に

に
な
る
」
と
言い

っ
て
、
反は

ん

対た
い

運う
ん

動ど
う

を
起お

こ
し
た
。

「
戦せ

ん

争そ
う

が
で
き
な
い
国く

に

」
で
あ
れ
ば
平へ

い

和わ

が
守ま

も

れ
る
と
言い

う
考

か
ん
が

え
方か

た

は
、
根こ

ん

拠き
ょ

の
な
い
信し

ん

仰こ
う

で
あ
る
。
歴れ

き

史し

は
そ
れ
が
誤あ

や
まり
で

あ
る
事こ

と

を
教お

し

え
て
い
る
。

　

チ
ベ
ッ
ト
は
第だ

い

二に

次じ

大た
い

戦せ
ん

後ご

、
唯ゆ

い

一い
つ

他た

国こ
く

に
侵し

ん

略り
ゃ
くさ
れ
て

植し
ょ
く

民み
ん

地ち

に
転て

ん

落ら
く

し
た
国く

に

で
あ
る
。
そ
こ
で
起お

こ
っ
た
こ
と
は
、

「
戦せ

ん

争そ
う

が
で
き
な
い
」
国く

に

が
シ
ナ
に
簡か

ん

単た
ん

に
侵し

ん

略り
ゃ
くさ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

も
し
チ
ベッ
ト
が
多た

少し
ょ
うな
り
と
も
「
戦せ

ん

争そ
う

が
で
き
る
国く

に

」
で

あ
っ
た
と
し
た
ら
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
山さ

ん

岳が
く

ゲ
リ
ラ
が
か
つ

て
の
ソ
連れ

ん

軍ぐ
ん

や
、
今こ

ん

日に
ち

の
米べ

い

軍ぐ
ん

に
粘ね

ば

り
強づ

よ

く
抵て

い

抗こ
う

し
て
い
る
よ

う
に
、
シ
ナ
に
易や

す

々や
す

と
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

化か

さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。

　

侵し
ん

略り
ゃ
く

国こ
く

は
、
侵し

ん

略り
ゃ
くの
メ
リ
ッ
ト
と
コ
ス
ト
を
天て

ん

秤び
ん

に
か
け

て
考か

ん
が
え
る
。
侵し

ん

略り
ゃ
くの
メ
リ
ッ
ト
よ
り
も
、
コ
ス
ト
の
ほ
う
が
大お

お

き
い
と
思お

も

え
ば
、
侵し

ん

略り
ゃ
くに
乗の

り
出だ

す
事こ

と

は
無な

い
。「
戦せ

ん

争そ
う

が
で

き
な
い
国く

に

」
は
そ
の
コ
ス
ト
が
ほ
ぼ
ゼ
ロ
と
い
う
こ
と
で
あ
る

か
ら
、
容よ

う

易い

に
侵し

ん

略り
ゃ
くに
乗の

り
出だ

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

戦せ
ん

争そ
う

を
し
た
く
な
か
っ
た
ら
、「
戦せ

ん

争そ
う

が
で
き
る
国く

に

」
と
な
っ

て
、
侵し

ん

略り
ゃ
くし
て
も
割わ

り

が
合あ

わ
な
い
よ
う
に
す
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
る
。

こ
れ
が
「
抑よ

く

止し

力り
ょ
く」
の
概が

い

念ね
ん

で
あ
る
。

　

ル
ト
ワ
ッ
ク
は
「
戦せ

ん

争そ
う

は
可か

能の
う

な
限か

ぎ

り
避さ

け
よ
。
た
だ
し
、

い
か
な
る
時と

き

に
も
戦せ

ん

争そ
う

が
始は

じ

め
ら
れ
る
よ
う
に
行こ

う

動ど
う

せ
よ
」
と

指し

摘て
き

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
４
世せ

い

紀き

の
ロ
ー
マ
帝て

い

国こ
く

の
軍ぐ

ん

事じ

学が
く

者し
ゃ

ウ
ェ
ゲ
テ
ィ
ウ
ス
が
「
平へ

い

和わ

が
欲ほ

し
け
れ
ば
戦せ

ん

争そ
う

に
備そ

な

え
よ
」

と
言い

っ
て
い
る
こ
と
と
同お

な

じ
で
あ
る
。

　
「
戦せ

ん

争そ
う

に
備そ

な

え
る
」
方ほ

う

策さ
く

の
一ひ

とつ
と
し
て
、
ル
ト
ワ
ッ
ク
は
同ど

う

盟め
い

の
重

じ
ゅ
う

要よ
う

性せ
い

を
指し

摘て
き

し
、
こ
れ
を
「
大た

い

国こ
く

は
小

し
ょ
う

国こ
く

を
打だ

倒と
う

で

き
な
い
」
と
言い

う
逆

ぎ
ゃ
く

説せ
つ

で
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

す
る
。

　
大た

い

国こ
く

は
、
中

ち
ゅ
う

規き

模ぼ

国こ
く

は
、
打だ

倒と
う

で
き
る
が
、
小

し
ょ
う

国こ
く

は
打だ

倒と
う

で
き
な
い
。
小

し
ょ
う

国こ
く

は
、
常つ

ね

に
同ど

う

盟め
い

国こ
く

を
持も

っ
て
い
る
か
ら
だ
。

小し
ょ
う

国こ
く

は
、
規き

模ぼ

が
小ち

い

さ
い
ゆ
え
に
誰だ

れ

に
も
脅

き
ょ
う

威い

を
与あ

た

え
な
い
。

～
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ル
ト
ワ
ッ
ク
の

　
　
　
　
　
　
　
『
戦せ

ん

争そ
う

に
チ
ャ
ン
ス
を
与あ

た

え
よ
』
か
ら
～

６
．「
平へ

い

和わ

が
欲ほ

し
け
れ
ば

　
　

戦せ
ん

争そ
う

に
備そ

な

え
よ
」

５
．「
ま
あ
大だ

い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

だ
ろ
う
」

　
　
と
い
う
危き

険け
ん

な
選せ

ん

択た
く

７
．「
犬い

ぬ

と
猫ね

こ

」
の
同ど

う

盟め
い

が

　
　
「
ラ
イ
オ
ン
」
を
倒た

お

し
た

が
い
く
ら
屈く

っ

強き
ょ
うで
も
、
イ
ギ
リ
ス
が
米べ

い

ソ
と
同ど

う

盟め
い

し
て
は
勝か

ち

目め

は
な
か
っ
た
。

　

第だ
い

二に

次じ

大た
い

戦せ
ん

後ご

に
ア
メ
リ
カ
が
結け

っ

成せ
い

し
た
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
北き

た

大た
い

西せ
い

洋よ
う

条じ
ょ
う

約や
く

機き

構こ
う

）
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
同ど

う

盟め
い

戦せ
ん

略り
ゃ
くの
コ
ピ
ー

で
あ
る
と
ル
ト
ワ
ッ
ク
は
指し

摘て
き

す
る
。
こ
の
同ど

う

盟め
い

戦せ
ん

略り
ゃ
くで
、
ア

メ
リ
カ
は
ソ
連れ

ん

と
言い

う
「
熊く

ま

」
を
倒た

お

し
た
の
で
あ
る
。

　
ル
ト
ワ
ッ
ク
は
、
兵へ

い

力り
ょ
くも
装そ

う

備び

も
貧ひ

ん

困こ
ん

で
戦せ

ん

闘と
う

力り
ょ
くと
し
て
頼た

よ

り
に
な
ら
な
い
小

し
ょ
う

国こ
く

を
も
同ど

う

盟め
い

関か
ん

係け
い

に
入い

れ
る
こ
と
の
重

じ
ゅ
う

要よ
う

性せ
い

を
説と

い
て
い
る
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
や
ル
ク
セ
ン

ブ
ル
ク
の
よ
う
な
小

し
ょ
う

国こ
く

や
、
ト
ル
コ
や
ギ
リ
シ
ャ
な
ど
の
周

し
ゅ
う

辺へ
ん

国こ
く

も
入は

い

っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
小

し
ょ
う

国こ
く

を
同ど

う

盟め
い

に
入い

れ
る
こ
と
の

意い

味み

は
、
私し

見け
ん

だ
が
、
次つ

ぎ

の
三み

っ

つ
が
考か

ん
が
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

第だ
い

一い
ちに
、
敵て

き

が
孤こ

立り
つ

感か
ん

を
持も

つ
よ
う
に
仕し

向む

け
ら
れ
る
こ
と
。

第だ
い

二に

に
小

し
ょ
う

国こ
く

と
言い

え
ど
も
、
独ど

く

自じ

の
立た

ち

場ば

か
ら
の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

貢こ
う

献け
ん

、

経け
い

済ざ
い

貢こ
う

献け
ん

が
期き

待た
い

で
き
る
こ
と
。
第だ

い

三さ
ん

に
そ
れ
ぞ
れ
の
小

し
ょ
う

国こ
く

が
敵て

き

と
通つ

う

じ
た
り
、
反は

ん

旗き

を
翻

ひ
る
が
えす
リ
ス
ク
を
減へ

ら
す
こ
と
。

　

以い

上じ
ょ
うを
踏ふ

ま
え
れ
ば
、
ル
ト
ワ
ッ
ク
が
「
安あ

倍べ

首し
ゅ

相し
ょ
うは
ま
れ

に
見み

る
戦せ

ん

略り
ゃ
く

家か

だ
」［
１
，
５
４
４
］
と
言い

う
理り

由ゆ
う

が
よ
く

分わ

か
る
で
あ
ろ
う
。

　

第だ
い

一い
ち
に
、
安あ

倍べ

首し
ゅ

相し
ょ
うは
左さ

翼よ
く

が
言い

う
よ
う
に
日に

本ほ
ん

を
「
戦せ

ん

争そ
う

が
で
き
る
国く

に

」
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
戦せ

ん

争そ
う

の
リ

ス
ク
を
減へ

ら
す
た
め
に
、
必ひ

つ

要よ
う

不ふ

可か

欠け
つ

な
こ
と
だ
か
ら
だ
。

　

第だ
い

二に

に
、
安あ

倍べ

首し
ゅ

相し
ょ
うは
精せ

い

力り
ょ
く

的て
き

な
外が

い

交こ
う

努ど

力り
ょ
くで
対た

い

中ち
ゅ
う

包ほ
う

囲い

同ど
う

盟め
い

を
築き

ず

き
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
に
は
ア
メ
リ
カ
や
イ
ン
ド
な

ど
の
大た

い

国こ
く

だ
け
で
は
な
く
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
も
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含ふ
く

ま
れ
て
い
る
。
安あ

倍べ

首し
ゅ

相し
ょ
うの
提て

い

唱し
ょ
うす
る
「
自じ

由ゆ
う

で
開ひ

ら

か
れ
た

イ
ン
ド
太た

い

平へ
い

洋よ
う

戦せ
ん

略り
ゃ
く」
は
、
日に

ち

米べ
い

同ど
う

盟め
い

を
従

じ
ゅ
う

来ら
い

の
極

き
ょ
く

東と
う

か
ら

イ
ン
ド
洋よ

う

に
ま
で
拡か

く

大だ
い

し
、
イ
ン
ド
と
の
協

き
ょ
う

力り
ょ
く

強き
ょ
う

化か

も
含ふ

く

め

た
も
の
で
あ
る
。

　

先さ
き

ご
ろ
日に

本ほ
ん

を
訪お

と
ず
れ
た
ト
ラ
ン
プ
米べ

い

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うも
、
こ
の
戦せ

ん

略り
ゃ
くを
共

き
ょ
う

有ゆ
う

す
る
姿し

勢せ
い

を
示し

め

し
た
。
日に

本ほ
ん

が
世せ

界か
い

戦せ
ん

略り
ゃ
くを
示し

め

し
、

ア
メ
リ
カ
が
そ
れ
に
賛さ

ん

同ど
う

す
る
と
い
う
の
は
戦せ

ん

後ご

初は
じ

め
て
の
現げ

ん

象し
ょ
うで
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
戦せ

ん

略り
ゃ
くは
、
世せ

界か
い

的て
き

な
戦せ

ん

略り
ゃ
く

家か

ル

ト
ワ
ッ
ク
が
激げ

き

賞し
ょ
うし
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
偏へ

ん

向こ
う

し
た
ほ
と
ん
ど
の
日に

本ほ
ん

の
マ
ス
コ
ミ
は
、
こ
う

い
う
点て

ん

を
論ろ

ん

じ
な
い
。
マ
ス
コ
ミ
の
記き

者し
ゃ

自じ

身し
ん

が
、
ル
ト
ワ
ッ

ク
の
説と

く
よ
う
な
戦せ

ん

略り
ゃ
く

論ろ
ん

に
無む

知ち

な
の
か
、
あ
る
い
は
敵て

き

側が
わ

の
視し

点て
ん

で
そ
の
戦せ

ん

略り
ゃ
くに
恐お

そ

れ
を
な
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

自じ

由ゆ
う

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

国こ
っ

家か

に
と
っ
て
大た

い

切せ
つ

な
事こ

と

は
、
国こ

く

民み
ん

が

「
平へ

い

和わ

が
欲ほ

し
け
れ
ば
戦せ

ん

争そ
う

に
備そ

な

え
よ
」「
戦せ

ん

争そ
う

が
で
き
る
国く

に

に
な
る
こ
と
が
戦せ

ん

争そ
う

の
リ
ス
ク
を
減へ

ら
す
」
と
い
う
防ぼ

う

衛え
い

の
逆

ぎ
ゃ
く

８
．「
安あ

倍べ

首し
ゅ

相し
ょ
う
は

　
　
　

ま
れ
に
見み

る
戦せ

ん

略り
ゃ
く
家か

だ
」

説せ
つ

を
理り

解か
い

し
、
多お

お

く
の
マ
ス

コ
ミ
の
偏へ

ん

向こ
う

報ほ
う

道ど
う

を
見み

破や
ぶ

っ

て
、
正た

だ

し
い
戦せ

ん

略り
ゃ
くを
と
っ
て

い
る
政せ

い

治じ

家か

を
後あ

と

押お

し
す
る

こ
と
で
あ
る
。

（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】（
１
）エ
ド
ワ
ー

ド
・
ル
ト
ワ
ッ
ク
『
戦せ

ん

争そ
う

に

チ
ャ
ン
ス
を
与あ

た

え
よ
』（
Ｋ

ｉ
ｎ
ｄ
ｌ
ｅ
版は

ん

）、　

文ぶ
ん

春
し
ゅ
ん

新し
ん

書し
ょ

、
Ｈ
２
９

４
．「
平へ

い

和わ

が
戦せ

ん

争そ
う

を
も
た
ら
す
」

「
戦せ

ん

争そ
う

が
で
き
る
国く

に

」
に
な
っ
て
こ
そ
、

　
　
　
　
戦せ

ん

争そ
う

の
リ
ス
ク
を
下さ

げ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
逆ぎ

ゃ
く

説せ
つ

。

だ
か
ら
こ
そ
、
別べ

つ

の
大た

い

国こ
く

が
手て

を

差さ

し
伸の

べ
る
の
で
あ
る
。

　

小
し
ょ
う

国こ
く

の
ベ
ト
ナ
ム
は
、
大た

い

国こ
く

の

ア
メ
リ
カ
を
打う

ち
負ま

か
し
、
小

し
ょ
う

国こ
く

だ
か
ら
こ
そ
、
ソ
連れ

ん

と
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
支し

援え
ん

を
獲か

く

得と
く

で
き
た
。
当と

う

時じ

、
ソ
連れ

ん

と
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
、
対た

い

立り
つ

し
て
い
た
の
だ

が
、
そ
れ
で
も
互た

が

い
に
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
て
ベ

ト
ナ
ム
を
助た

す

け
た
の
で
あ
る
。［
１
，　

１
１
４
６
］

　
「
同ど

う

盟め
い

関か
ん

係け
い

は
自じ

国こ
く

の
軍ぐ

ん

事じ

力り
ょ
くよ

り
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
の
だ
」
と
ま
で
ル
ト
ワ
ッ

ク
は
言い

う
。
例た

と

え
ば
軍ぐ

ん

事じ

の
天て

ん

才さ
い

ナ
ポ
レ
オ
ン
に
率ひ

き

い
ら
れ
た
１
２
万ま

ん

は
精せ

い

強き
ょ
うだ
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
は
プ

ロ
イ
セ
ン
や
ロ
シ
ア
な
ど
同ど

う

盟め
い

国こ
く

を

集あ
つ

め
て
、
２
３
万ま

ん

の
兵へ

い

力り
ょ
くで
対た

い

抗こ
う

し
た
。
多お

お

く
の
「
犬い

ぬ

と
猫ね

こ

」
の
同ど

う

盟め
い

が
「
ラ
イ
オ
ン
」
を
倒た

お

し
た
の
で

あ
る
。

　

同ど
う

様よ
う

に
、
第だ

い

２
次じ

大た
い

戦せ
ん

で
の
ド

イ
ツ
軍ぐ

ん

も
屈く

っ

強き
ょ
うで
、
１
０
０
人に

ん

の

ド
イ
ツ
軍ぐ

ん

を
打だ

倒と
う

す
る
の
に
、
イ
ギ

リ
ス
軍ぐ

ん

は
３
０
０
人に

ん

の
部ぶ

隊た
い

を
必ひ

つ

要よ
う

と
し
て
い
た
。
し
か
し
ド
イ
ツ
軍ぐ

ん

エドワード・ルトワック
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Comentário — Governo do Japão 
pretende ampliar a autorização de 
ingresso de descendentes de japoneses Estas notícias são produzidas pela 

NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

Comentário (23/11/2017)

Mais de 1 milhão de es-
trangeiros trabalham no 
Japão. Descendentes de 
japoneses de segunda e 
terceira gerações podem 
receber visto de longa 
permanência, que os au-
toriza a trabalhar no país. 
Deste modo, descenden-
tes de japoneses de vários 
países da América do Sul, 
como Brasil e Peru, traba-
lham hoje principalmente 
no setor industrial do Ja-
pão. O número de descen-
dentes com visto de lon-
ga permanência atingiu o 
pico dez anos atrás, época 
em que unicamente os ni-
po-brasileiros chegavam 
a totalizar 310 mil.
O Ministério da Justiça, 
por solicitação do primei-
ro-ministro, Shinzo Abe, 
apressa-se a estudar me-
didas para facilitar a con-
cessão de vistos especiais 
a descendentes de japo-
neses de quarta geração. 
Neste Comentário, fala 
sobre a iniciativa o pre-
sidente do Instituto dos 
Direitos Humanos dos 
Trabalhadores, Masatoshi 
Ozaki, que é especializa-
do em condições laborais 
de nipo-brasileiros.
— Em retrospecto, como 
e quando teve início a 
vinda de descendentes?

“Na década de 1980, 
a falta de mão de obra 
constituía um grave pro-
blema no Japão, com a 
expansão econômica do 
país na esteira da globali-
zação. Na época, o Brasil 
sofria de hiperinflação, 
que acabaria promovendo 
a vinda em massa de nipo
-brasileiros para o Japão 
em busca de trabalho. Em 
1990, o governo nipônico 
passou a conceder visto 
de longa permanência a 
descendentes de japone-
ses de até terceira gera-
ção.
O número de brasileiros 
no Japão decresceu com 
a crise financeira que tem 
por símbolo a falência 
da financeira america-
na Lehman Brothers, em 
2008. A crise representou 
um golpe para as fabri-
cantes do Japão, e des-
cendentes de japoneses 
foram dispensados e dei-
xaram o país. Contudo, 
nos últimos dois anos, a 
quantidade de nipo-brasi-
leiros voltou a aumentar. 
Hoje, com o avanço da 
idade entre os descenden-
tes de japoneses de até 
terceira geração, cresce 
a demanda de indivíduos 
de quarta geração por em-
presas do setor industrial 

do Japão.
— No novo sistema pro-
posto, entre as condições 
para obter visto de longa 
permanência estaria a de 
residir no Japão por três 
anos em esquema seme-
lhante ao atual programa 
de autorização temporária 
de trabalho e um certo do-
mínio do idioma japonês. 
Como o senhor vê estas 
condições?
“Será exigido um domínio 
básico do japonês dos que 
solicitarem participação 
no novo programa de au-
torização de trabalho por 
três anos. Passado esse 
período inicial, os interes-
sados em prorrogar a sua 
autorização de permanên-
cia terão de comprovar um 
domínio maior do idioma.
Considero excessiva a im-
portância que o novo siste-
ma atribui ao domínio do 
idioma japonês. De fato, é 
necessário um certo nível 
de domínio da língua para 
viver e trabalhar no Japão. 
No entanto, muitos jovens 
brasileiros de ascendência 
nipônica aceitam trabalhar 
em linhas de produção in-
dustrial no país porque as 
condições de trabalho no 
Brasil estão se agravando 
em consequência da crise 
econômica nacional.

Além disso, um novo sis-
tema em estudo poderá 
limitar em aproximada-
mente mil a quantidade 
anual de participantes. 
Colônias de indivídu-
os com ascendência ja-
ponesa de vários países 
preocupam-se com as 
consequências da aplica-
ção desta restrição para 
descendentes de quarta 
geração interessados em 
trabalhar no Japão. Re-
ceiam que venham a se 
enfraquecer os seus vín-
culos com compatriotas 
no Japão, por conta de 
um possível decréscimo 
do seu número, de modo 
particular se vier a de-
saparecer gradualmente 
a comunicação entre as 
duas comunidades.
Considero bem vinda a 
proposta do novo siste-
ma. Porém, no contexto 
da promoção de inter-
câmbios internacionais, o 
governo do Japão precisa, 
ao mesmo tempo, estudar 
medidas que autorizem 
descendentes de japo-
neses de quarta e quinta 
gerações a viver e a tra-
balhar livremente no país, 
do mesmo modo como 
ocorreu com gerações 
anteriores de indivíduos 
com esta ascendência.”

Subsidiárias da Mitsubishi Materials 
adulteraram dados de inspeção de produtos

Economia (24/11/2017)

O Japão tem visto uma 
série de escândalos de 
controle de qualidade em 
grandes empresas do setor 
de produção. Agora, re-
presentantes da Mitsubishi 
Materials informam que 
dados adulterados foram 
identificados em duas de 
suas subsidiárias. A mais 

recente revelação surge 
logo após um caso simi-
lar na Kobe Steel.
Os representantes da 
empresa disseram na 
quinta-feira que as irre-
gularidades ocorreram 
na Mitsubishi Cable 
Industries e na Mitsu-
bishi Shindoh, e afeta-

Ministro da Defesa do Japão afirma que 
sistema antimísseis é necessário

Defesa Nacional (24/11/2017)

O Ministro da Defesa 
do Japão, Itsunori Ono-
dera, disse que o sistema 
de defesa contra mísseis 
que está sendo implantado 
pelo seu país é necessário 
para proteger vidas e bens 

de seu povo contra ataques 
de mísseis balísticos da 
Coreia do Norte.
Durante uma entrevista 
coletiva concedida na sex-
ta-feira, Onodera disse que 
o sistema não representará 

Líder do Partido Komei se 
encontra com presidente 
da Coreia do Sul

Política (23/11/2017)

O presidente do Partido 
Komei, Natsuo Yamagu-
chi, pediu a cooperação 
do presidente sul-coreano, 
Moon Jae-in, para realizar 
um encontro de cúpula en-
tre Japão, Coreia do Sul e 
China.
Yamaguchi se encontrou 
com Moon na quinta-fei-
ra, no escritório presiden-
cial sul-coreano.
O líder do Komei entregou 
a Moon Jae-in uma carta 
do primeiro-ministro japo-
nês, Shinzo Abe, e exortou 
o presidente a visitar o Ja-
pão para dar novo início a 
uma relação voltada para o 
futuro.
Por sua vez, o presiden-
te sul-coreano disse que 
gostaria de ir ao Japão o 
quanto antes. Ele afirmou 
ter pedido ao presidente 
chinês, Xi Jinping, para 
realizar um encontro de 

cúpula trilateral em um 
futuro próximo.
Ao falar sobre respos-
tas à Coreia do Norte, 
Natsuo Yamaguchi dis-
se que Japão, Coreia do 
Sul e Estados Unidos 
devem se unir e fazer 
com que a comunidade 
internacional aumente 
a pressão contra o país. 
Afirmou ainda ser im-
portante fazer com que 
Pyongyang peça a reali-
zação de conversações, 
ao que o presidente sul-
coreano concordou.
Após a reunião, o presi-
dente do Partido Komei 
declarou à imprensa 
que Moon Jae-in disse 
dar importância aos la-
ços com o Japão e que 
o momento atual ofe-
rece a oportunidade de 
construir uma relação 
genuína voltada para o 
futuro.

uma ameaça para a Rússia 
ou outros países vizinhos.
Ele disse que explicou 
isto ao ministro da Defesa 
da Rússia, Sergei Shoigu 
no mês passado, nas Fili-
pinas. Ele teria dito à sua 

ram produtos de borracha 
e cobre.
Funcionários adulteraram 
dados de inspeções sobre 
força e tamanho dos pro-
dutos para atingir os pa-
drões exigidos pelos clien-
tes.
Os produtos são vendidos 
para indústrias do setor ae-

contraparte russa que o 
equipamento é necessário 
para a defesa do Japão e 
que ele será desnecessário 
quando não houver mais 
ameaças da Coreia do 
Norte.

Oito homens da Coreia do Norte são 
encontrados na província de Akita

Coreia do Norte (24/11/2017)

Oito homens encontra-
dos na província de Akita, 
no norte do Japão, dizem 
que estavam pescando 
quando seu barco que-
brou, e gostariam de voltar 

para a Coreia do Norte.
Na quinta-feira à noite, a 
polícia encontrou os ho-
mens junto a um barco de 
madeira de 20 metros em 
uma marina na cidade de 

Yurihonjo.
A polícia e autoridades de 
imigração estão interro-
gando os homens em um 
delegacia na sexta-feira.
A polícia diz que encon-

trou equipamento de pes-
ca no barco, mas nada 
que levantasse suspeitas. 
Seu plano é mantê-los sob 
custódia na delegacia para 
mais questionamentos.

roespacial, automobilístico, 
de geração de energia e de 
eletrônicos.
Eles podem ter sido envia-
dos para até 258 empresas. 
Até o momento, executivos 
das duas subsidiárias expli-
caram as adulterações para 
54 clientes.
Eles dizem que não há rela-
tos de problemas de seguran-
ça com relação aos produtos.
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